
AI×犯罪予防



課題

高齢者の間でのスマホの普及や、
核家族で自宅に居ることが増えた
高齢者が多くなり、それを狙った
詐欺が増えている。



現状①
高齢者の消費者被害

高齢者をターゲットとした特殊詐欺は少なくな
い。

一人暮らしの高齢者には、周囲に相談できる人
が少ないことが多いため、特に消費者トラブル
に巻き込まれることが多い。



現状②

犯罪被害の現状

2018年における、全被害認
知数に占める高齢者の数は
15.3%

つまり総被害認知数の6.5人
に1人は高齢者との計算にな
る。

内閣府 令和2年版高齢社会白書（全体版）より



現状③

特殊詐欺の認知件数

振り込め詐欺の2019年の被害
者のうち65歳以上は83.4%を
占めている。

オレオレ詐欺に限ると97.4%
に達している。また「キャッ
シュカード詐欺」では被害者
の93.7%以上が65歳以上に
なっている。内閣府 令和2年版高齢社会白書（全体版）より



問題点

この状況が続くと·····

高齢者の資産を狙う悪質商法や詐欺
被害が後を絶たない！



全体のフロー

ステップ①

音声認識エンジンで、テキスト化された会話内容を即座に言語分析エ
ンジンが解析。特殊詐欺でよく使われる単語や文脈で判定を行う。

ステップ②

疑わしい場合には本人や親族を初め、登録された人に注意喚起メール
を送信する。

ステップ③

通話内容を録音



必要とされるデータ①

AIの解析・判定については、「警察
と連携し、特殊詐欺犯がよく使う最
新の用語を使って学習させる」こと
で精度を高める



必要とされるデータ②

親族や予め登録された人に、利
用者は特定の操作を行わなくて
もアプリが通知してくれる。



必要とされるデータ③

録音されたデータは利用者のア
プリを通して集計され、

警察の捜査にも役立てられる。



まとめ

 AIを利用した対策であ
れば、本人が違和感を
感じなかった場合でも
すぐに注意喚起を受け
ることが可能。

高額の振込を求められ
るような深刻な問題を
相談する人が身近に居
ない高齢者でも安心。

遠方でも見守ること
のできる手段の一つ
としてこのAI機能が
活躍するのではない
かと考える。

AIによって



AI×犯罪予防＝安心できる未来


